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高校英語 文法ユニット12 関係副詞・複合関係詞｜定着ドリル（標準）

関係副詞 定着ドリル（標準） 　年　組　番　名前＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

この紙のゴール: 6つの型を見分け、関係副詞と前置詞＋関係代名詞を書き分けられる

1 （　）内から正しいほうを選ぼう。※1問だけ、どちらも英語として正しく、意味が変わる問題が混ぜてあ

ります。 知識・技能

(1) This is the hospital ( where / which ) my sister works.　家族の話をしていて

(2) This is the hospital ( where / which ) we visited last month.　同じ病院の話を続けて

(3) Summer is the season ( when / which ) I like best.　好きな季節を聞かれて

(4) You can take ( whatever / whichever ) you like from this box.　おかしの箱を差し出しながら

2 （　）に1語入れよう（関係副詞・関係代名詞・前置詞のどれか）。 知識・技能

(1) ここが、はじめて彼女に会ったカフェだ。

This is the cafe in (　　　) I first met her.

(2) 彼が来なかった理由を知っている？

Do you know the reason (　　　) he didn't come?

(3) これが、わたしがこの問題を解いたやり方だ。

This is (　　　) I solved this problem.

(4) あなたが何を決めても、わたしは応援する。

(　　　) you decide, I will support you.

3 日本語に合うように並べかえよう（文頭の語も小文字で始めてある。I は除く）。 知識・技能

(1) ここが、父が働いている工場だ。（かたい書き方で）　（my father works. で終わる）

[ which / in / factory / the / is / this ]

(2) ここが、わたしたちが毎年夏を過ごす村だ。　（this で始め、we spend every summer. で終わる）

[ where / village / the / is / this ]

(3) どこへ行っても、わたしはこのノートを持っていく。　（, I take this notebook with me. で終わる）

[ go / wherever ]
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各4点

高校英語 文法ユニット12 関係副詞・複合関係詞｜定着ドリル（標準）

関係副詞 定着ドリル（標準）｜ミニ英作と解答

4 日本語を英語にしよう。(2)は2通りで書ける——両方書けたらボーナス。 思考・判断・表現

(1) これが、わたしが毎晩英語を勉強する部屋だ。

ヒント: the room / study

(2) ここが、わたしが子どものころよく遊んだ庭だ。

ヒント: the garden / play

(3) 何が起きても、わたしはあきらめない。

ヒント: whatever / give up　※書く前に隣へ声に出して

解答 　4は一例。文として正しければ広く認めます

1

(1) where
うしろは works でそろっ

ている＝関係副詞。

(2) which

visited の目的語が欠けて

いる＝関係代名詞。先行詞
が同じでも変わる。

(3) which
like の目的語が欠けてい
る。「季節だから when」

は誤り。that も可。

(4)
whatever（whichever も

可）

「何でも」。whichever な
ら「（箱の中の）どれで

も」で、どちらも正しい。

2

(1) which

in which＝where。前置詞

のうしろは which（that
は不可）。

(2) why

the reason＋why。the

reason he didn't come の
ように落とすのも可。

(3) how

先行詞を書かないのが

how。the way I solved
... も可。

(4) Whatever

「何を決めても」＝譲歩。

decide の目的語が欠けて
いる。No matter what you

decide, ... も可。

3

(1) This is the factory in which (my father works.) in which＝where。that は前置詞のうしろに置けない。

(2) This is the village where (we spend every summer.) うしろがそろっているので where。

(3) Wherever I go (, I take this notebook with me.) -ever のかたまりが文の頭。疑問文の語順にしない。

4（解答例）

(1) This is the room where I study English every night. うしろの文がそろっているので where。

(2) This is the garden where I often played as a child. in which でも可＝ボーナスのもう1通り。

(3) Whatever happens, I will not give up. No matter what happens, ... も可。
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